
     

 

 

保育所保育指針改定を踏まえた保育士養成課程の検討内容（例） 

 

 

 

○乳児、３歳未満児への保育について、それぞれ、ねらい及び内容が示さ

れたことを踏まえた、「乳児保育」に関する内容の充実、科目の検討 

 

 

○保育活動の全体を通した「養護」の観点や「養護と教育」の一体的展開

の重要性、安全な保育環境確保の要請等を踏まえた、「保育における養

護」に関する内容の充実、科目の検討 

 

 

○保育所保育が幼児教育の重要な一翼を担っていることを踏まえた、保育

内容に関する科目（「保育内容総論」「保育内容演習」等）の内容の充実、

「保育の計画と評価」に関する科目の検討 

 

 

○保護者と連携した「子どもの育ちの支援」という理念を踏まえた、関係

科目（「家庭支援論」「保育相談支援」「相談援助」）の整理・充実、「子

育て支援」に関する科目の検討 

 

 

○現職研修の充実による資質・専門性の向上や他の専門職種との連携の必

要性等を踏まえた、「保育者論」等の内容の充実 

 

 

○子ども・子育て支援新制度の下で、幼稚園教諭免許との併有への対応が

各養成施設で求められていることを踏まえた、科目の分類や教授内容の

示し方等の検討 
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